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	スライド 1: 「図形」における高次の 資質・能力を育成する数学的活動
	スライド 2: 「図形の性質」における高次の資質・能力を総合的に発揮させるために ・「性質」と「構成」を関連付ける指導が必要である。 ・「性質」と「性質」を結び付ける学習も重要​​
	スライド 3: ​​検討内容 〇豊かな概念形成のためには… ・性質を根拠に構成ができることをより理解するために、「問い」が必要 ・日常との関連をもっとはかる ・子どもが主体的に性質を見出す単元デザインの構築 ・子どもが図形を類推したいと思える展開を。 ・図形をかく必要感を生むために、図形の美しさを一つの視点にする。  〇単元計画は？ ・構成から入る単元がいいのでは。 ・子どもが考察の範囲を広げているか。
	スライド 4: 齊藤先生のご指導​​

